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１．概要（Summary） 

細胞膜に存在するイオンチャネルは，創薬ターゲットとし

ての潜在的価値が大きく，その特性を評価する手法に大

きな関心が集まっている．これは，イオンチャネルの化学

受容性により，細胞の代謝を変調できるからである．たと

えば，細胞内膜系の transient receptor potential 

(TRP) cation channelはアルツハイマー，免疫不全，難

聴など，Ryanodine Receptor (RyR)は悪性高熱症，神

経変性疾患，不整脈などの創薬標的であることが知られ

ている．細胞内膜系には，このようなチャネルが無数に存

在するとされており，イオンチャネル創薬の本質は，これら

のチャネルのリガンド受容性を検証することである．近年，

膜タンパク合成，改変技術が急速に発達したことで，パッ

チクランプ法の自動多チャンネル化による高効率創薬ス

クリーニングの市場が，加速度的に拡大している．一方で，

計測対象外であるチャネルの偽陽性信号を原理的に排

除できないため，計測結果の信頼性は十分ではない．そ

こで本研究では，環状配置電極，液中 AFMをシステム

統合することで，電気特性計測の対象のイオンチャネル

を素早く探索し，その状態を観察可能とする，新たなイオ

ンチャネル解析システムを開拓する． 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

両面露光用マスクアライナ（Suss Micro Tec AG製 

MA-6），スパッタリング装置一式（キャノンアネルバ製 

E-200S） 

【実験方法】 

イオンチャネルの形態を評価するための AFMプロー

ブを作製した．プローブは，計測対象が 10 nm スケール

の微細なイオンチャネルであることから，圧電振動子とし

て使える水晶のウェハを加工して行った．水晶のカンチレ

バーにまず電極のパターンを作製するため，フォトレジスト

を塗布し，MA-6を用いてパターンを露光した．その後，ス

パッタリング成膜装置によって，電極の堆積加工を行った．

作製した水晶のカンチレバーを Fig. 1に示す． 

Fig. 1 The overview of the fabricated sensor. 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

水晶のカンチレバーは周波数の変調信号に比例する

力出力を直接得る事ができる．キャリブレーションの結果，

良好な直線性と，高い SN比，ダイナミックレンジを確認で

きた． 
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